
老 朽 化 が 進 む 水 道 イ ン フ ラ を
I o T や A I 技 術 を 活 用 し
効 率 的 に 維 持 で き る 方 法 を 研 究

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若者の

育成・支援や様々な研究を通して建設事業の健全な発展 

と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを行っています。 

その一環として、広く建設に関係する研究室を紹介します。
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世界トップの日本水道技術を世界に広め、 
人 の々暮らしを豊かにしていきたい

　快適な都市生活を維持していくために省エ
ネルギーでインフラを動かし、効率良くメン
テナンスを行っていくことは現代社会の重要
課題であり、荒井研究室では水道インフラを
維持管理していくための研究に注力している。
「人口減少に伴い水道料金収入も減りつつあ
る現在、管路の老朽化も進んでいます。将来
にわたって水道を維持・管理していくために
は、膨大な管路のメンテナンスをIoTやAI技
術を活用して効率的に行い、優秀な技術者た
ちのスキルを次世代へ継承していかなければ
なりません」と荒井先生。
　研究室では企業や自治体と協力して、AI漏
水検知システムの社会実装プロジェクトや、
ニューラルネットワークを用いた残塩予測モ
デルの研究など、水道インフラのメンテナン
ス・整備に重点を置いた研究が行われている。
優秀な技術者たちの職人技とも呼べるワザに
頼っていた部分を、IoTやAI技術で誰でも効率
的に管理・メンテナンスできるような技術に
落とし込み、技術者の後継者不足問題の解決
も図っていきたいと先生は考えている。
　「蛇口からきれいな飲み水が出てくること
が日本では当たり前とされていますが、世界
基準で見ると、非常に優れたシステムなので
す。管路の老朽化は進んでいますが、いまだ
世界トップレベルである水道技術は日本が世
界に貢献できるひとつの道でしょう」と先生。
　研究室ではJICAプログラムも準備してお
り、開発途上国より水道分野の学生を次年度
以降、毎年5名受け入れていく予定だ。ほか
にも「東京・ソウルフォーラム」の一環とし
て、東京都水道局、日本水道協会とともに、
ソウル市立大学、ソウル上水道事業本部など
との水環境に関する国際交流を計画している。
　「日本が誇る水道技術を世界に広め、世界
の人々が暮らしやすい日常を得るための方法
を考えていきたい。研究は机上の学問ではな
く、実生活で生かしてこそ意義がありますか
ら」と先生は今後のプランを練る。

１｜キャンパスのモニュメント「空の目門(まど)」
２｜実験キットを用いて3つの配水池に均等に配水する管路計画の実習
３｜共同研究を行っているフジテコム（株）にて
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自分の考えを正確に他者に伝えられる
スキルを身につける
インフラは多くの人たちが関わって、ひとつのシス
テムになっています。人間一人でできることは限ら
れており、一人の小さな力を他者と合わせ、大きな
力にしていくことが必要です。そのためは、自分の
考えを正確に相手に伝えていなかければなりません。
自分は何が分かっていて、何が分かっていないのか。
漠然と頭の中に広がっている考えを言葉やデータ化
していくことで、相手に分かりやすく伝えるコミュ
ニケーション力を、学生たちに身に付けていってほ
しいと思っています。

指導方針

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊「学年」は2023年7月の取材当時のものです
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漏水検知機器を使い、地面の下にある漏水箇所を発見する研修 全国水道研究発表会後の宴会

１AI学習を用いた
漏水判定の自動化
「調査員が直接現場に出向き、音聴棒で音を聴きながら漏水箇
所を見つけていく」という現在の漏水判定方法を、人の耳で判
断するのではなく、どんな場所でどんな音がすると漏水が発生
するのかをセンサーやAI学習を用いることで自動解析できる
ようにしていきたいと計画しています。現在までに、実験下に
おいて7割ほどの判定精度を有する方法が完成していますが、
実用化に向けてはなお一層の研究が必要です。自動解析で漏水
箇所の発生予測や範囲の絞り込みができるようになれば、大幅
な労力の削減になりますので、企業と協力しながらさまざまな
管路の音の収集を行っています。

生活用水の用途別の水量研究
水道インフラの維持と効率的なメンテナンスのため、どのくらいの
量が一日に実際に使われているのかを知る必要があり、東京都水道
局と共同で一人一日あたりの水道使用量を調査しています。日中在
宅、留守宅の家庭など、生活条件の異なるさまざまな家庭を無作為
に抽出し、各家庭で一日に使用された、風呂、トイレ、炊事、洗濯
の水量を約2週間記録し、一家庭あたりの平均使用量や項目ごとの
多寡判定などを行っています。今後の人口構造やライフスタイルの
変化をさまざまなシナリオとして設定し、将来の水道需要を予測す
るモデルの開発に取り組んでいます。

3

未 来を未来を上水道施設における運転管理支援
AI モデルの開発

安心して飲用できる水道水にするために、浄水場では毎日塩素消毒を行
っていますが、投入される塩素量は一定ではなく、経験豊富な技術者た
ちがその日の温度や湿度、水の状態などを確認しながら必要量を決めて
います。しかし、ベテラン技術者たちが肌感覚として持っている職人技
とも呼べる水の解析技術は後継者不足の現在、未来に継承していくこと
は難しい。研究では、上流側と下流側で管路の中の塩素量の変化を測定
し、経験の少ない職員でも意思決定できるようなAIモデルの開発を目指
しています。

2

最近の研究テーマ

トイレ 風呂 炊事 洗濯
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